
 

 

 

 

        

 

 

  
 

 
 

         このような中、 

 “高度経済成長期”に建築した公共施設が一斉に建替え時期を迎えます 
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財政規模の縮小 

大量な公共施設の老朽化 道路や橋も老朽化 

なぜ、イマ、公共施設（ハコモノ）のあり方を見直すのか？ 
～公共施設ファシリティマネジメントの推進について～ 

様々な工夫による 

公共施設の量の適正化・再配置 

サービスと施設の好バランス 

新たなニーズへの柔軟な対応 

⇒住んで幸せなまち！ 

施設管理・建設費等を縮減し、 

行政サービスを維持・向上 

現在の公共施設を維持・更新 

施設管理・建設費が増大し、 

行政サービスを圧迫？ 

施設はあるけれど 

行政サービスの質・量に制限 

⇒こんなはずでは？ 

●992 施設（1,947 棟）の維持・更新 
●「ハコモノ」より、生活や生命に直結する 

「インフラ」の修繕・整備が優先 

「インフラ」 

求められる施設機能の高度化   ●バリアフリー、環境負荷低減、高度情報化など 

人口減少・少子高齢化 
(人) 

18 年後 

18 年後 

総合企画委員会資料

平成２６年２月１７日

担当課：財産経営課

●国から交付される財源の削減 ●人口増加社会の終結。年齢構成の変化。
出典：国立社会保障・人口問題研究所 

推計 

平成 25 年 11 月末時点 

「ハコモノ」 



１．鳥取市の取組状況 

 平成２５年４月 財産経営課に担当者を配置 

      ６月 『鳥取市ＦＭ※推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ』を設置（ﾘｰﾀﾞｰ：総務調整監） 

         『公共施設に係る取り組みの３つの柱』を決定 

 ※ＦＭ…ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの略。公共施設（ファシリティ）を総合的に企画、管理、活用する手法 

 

２．公共施設に係る取り組みの３つの柱と考え方 

①保有財産の 適化（総量の適正化と効率的な施設運営） 

  保有財産の 適化に向けて、コスト・サービス水準・サービス供給量の３つの視点で施設

の現状を評価※し、施設の統廃合や見直しに取り組み、市が持ち続ける施設については、安

全で快適に利用できる環境の提供とサービスの向上をめざします。 

   ※公共施設の現状や課題等をまとめた『鳥取市公共施設白書(仮称)』を作成中 

 

≪先進自治体の 

 施設見直しイメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

②ライフサイクルコストの 適化（無駄を省いた効率化とサービスの向上） 

  市が保有すべき施設については、施設改修の優先順位の明確化や計画的修繕、長寿命化対

策、維持管理の合理化等によって、ライフサイクルコストを 適化（縮減）し、施設全体に

かかる財政負担の軽減や平準化をめざします。 

 

≪施設の修繕時期を 

 見直すことによる効果≫ 

  （イメージ図） 

 

 

 

 

 

③保有財産の利活用（資産の有効活用と増収策） 
  保有している既存ファシリティ（建物・土地）の目的や利用状況などを踏まえ、戦略的な

活用に取り組むことで、財産の有効活用と新たな財源確保に努めます。 

※例：福部総合支所内への郵便局入居や日置谷小学校への植物工場誘致など 

 

３．今後の進め方（案） 

  平成２６年２月  『鳥取市公共施設白書(仮称)』の公表、広報活動 

       ４月～ 『公共施設の総量適正化に向けた基本方針(仮称)』策定作業の開始 


